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多くの民族にとって、金は特別の思いを寄せる金属である。日本人も例外ではないが、

文献によるとの日本の金の歴史は八世紀の天平年間に始まったといわれ、そうであれ

ばまだ 1300 年ほどの歴史しかない。しかしその後は宗教・経済の面から急激に金に
対する関心が増大して、日本の金は世界の歴史上重要な位置を占めるに至った。ただ、

人間の金力への限りない欲望によって歴史は変遷をくりかえしたようにも思える。繁

栄するのも金、国を亡ぼすのも金、歴史をも変える金とは何だろう。餓えを満たすわ

けでもなく、暑さ寒さを防ぐでもない、ただ黄金色に光り輝くだけで人を魅了し、歴

史を変える“黄金”は人だけに対して一種の魔力を持っているのか・・・  
この本は日本の金にまつわる様々な歴史を中心に、記録としてきわめて価値が高い。
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